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1 H29.12.20 H30.2.2

（１）判事した事案の内容
（平成24年度）
（２）判事した事案の内容
（平成25年度）
（３）判事した事案の内容
（平成26年度）
（４）判事した事案の内容
（平成27年度）
（５）判事した事案の内容
（平成28年度）

1 1 任用公平部審査課

2 H29.12.20 H30.2.2
不利益処分についての審査請
求に関する規則

（18条２項）
不利益処分に係る審査請求手続きにおいて、書面
等の提出を電子メールにより行うことを認めてい
ない旨が記載されている上記規則については、東
京都例規集データベース等により公開されている
ため。

任用公平部審査課
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決定区分 （根拠規定）条例７条

3 H29.12.20 H30.2.2

不利益処分に係る審査請求
（平成26年（不）第９号事
件）において、４カ月もの間
進行手続きが停止したことに
ついての審査請求人の平成28
年５月16日の説明要求に、
「審査方針を検討中だから」
という説得力の低い説明しか
しない人事委員会の対応が、
客観的にみて、「誠意のある
対応」といえることを立証で
きる全ての情報・文書（規定
等を含む）

1
請求に係る公文書は作成及び取得しておらず、存
在しないため。

任用公平部審査課
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決定区分 （根拠規定）条例７条

4 H30.2.4 H30.2.16
平成29年度東京都職員Ⅰ類A
採用試験の採点委嘱及び論文
採点要領の決定について

12 1 1

（７条６号）
①　論文試験委員の職・氏名等を開示すること
で、論文試験委員への不当な働きかけを生じさせ
ることにより、適正な能力実証が得られず、試験
業務の遂行に支障を及ぼすおそれがあるため。
②　論文採点に係る採点基準、ねらい、採点ファ
イルの記入方法及び提出手順等を開示すること
で、受験者が論文試験対策を講じることや、採点
ファイルの不当な入手・改ざんを生じさせるなど
により、受験者の論文作成能力を適正に評価する
ことができず、試験業務の遂行に支障を及ぼすお
それがあるため。

試験部試験課

5 H30.2.4 H30.2.16
平成29年度東京都職員Ⅰ類A
採用試験第２次試験実施につ
いて

5 1 1

（７条６号）
①　面接委員の役職構成を開示することで、受験
者や関係者からの不当な働きかけを生じさせるこ
とにより、適正な人物評定が得られず、試験業務
の遂行に支障を及ぼすおそれがあるため。
②　面接実施方法、評価の仕方、質問例等を開示
することで、受験者が面接対策を講じることによ
り、適正な人物評定ができなくなり、試験業務の
遂行に支障を及ぼすおそれがあるため。

試験部試験課
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決定区分 （根拠規定）条例７条

6 H30.2.4 H30.2.16

（１）平成29年度東京都職員
Ⅰ類A採用試験第１次試験に
おける教養試験の通過基準に
ついて
（２）平成29年度東京都職員
Ⅰ類A採用試験の第１次試験
合格基準の決定について
（３）平成29年度東京都職員
Ⅰ類A採用試験の最終合格基
準の決定及び採用候補者名簿
の確定について

12 1 1

（７条６号）
開示することで試験事務の過程や基準が明らかに
なり、公正・公平な試験事務の遂行に支障を及ぼ
すおそれがあるため。

試験部試験課


